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非線形バネには、4 折れ線の NCL モデル 4)を用
いた。増分解析で得られた耐力壁の荷重－変形
関係を図 3 に示す。 
2 階建ての在来軸組工法木造住宅の解析モデル




















 建物重量(1 階+2 階)＝壁倍率×壁長×基準耐
力/Co/壁量充足率×2/3   (1) 
 
 1 階重量＝建物重量/(1＋単位面積重量比×面
積比)    (2) 
 




耐力は 1.96kN/m、C0 は層せん断力係数で 0.2 で
ある。単位面積重量比とは１階と 2 階の単位面
積当たりの重量比で、ここでは 0.7 とした。面積





kokubu2012、kanoya2009、kiire2009 の 3 種類と、
比較として JMA Kobe NS の 4 種類とした。固有
周期が 0.16～0.64 秒における減衰定数 5％の時の
応答加速度の平均が図 4 のように概ね 980gal と
なるように、加速度の倍率を kokubu2012 及び
kanoya2009 は 100 倍、kiire2009 は 40 倍とし、
JMA Kobe NS は 0.55 倍とした。代表的な地震波












































































大きかった kokubu2012 と JMA Kobe NS 入力時の
最大層間変位の比較を図 6 に示す。 
kokubu2012 の壁量充足率による変化はほとん
ど見られず、全て安全限界（R=1/30rad）を下回
った。壁量充足率 0.5 の場合、1 階の kokubu2012
の層間変位 14mm（R=1/195rad）に対し、JMA 
Kobe NS の層間変位は 96mm（R=1/29rad）とな
り約 7 倍の、2 階では約 15 倍の差が生じた。現
行基準である壁量充足率 1.0 のときは、1 階で約
7 倍、2 階で約 4 倍の大きな差が生じた。 






また、図 7 は、2 階の壁量充足率を 1 階の壁量
充足率の 2 倍とした場合（壁量充足率比 2.0）の
解析結果である。1,2 階とも同じ壁量充足率の場
合（壁量充足率比 1.0）と比べて 2 階の層間変位
は小さくなり、壁量充足率 0.5 の時 kokubu2012
は 8.8mm（R=1/310rad）で約半分に、JMA Kobe 
NS は 20mm（R=1/134rad）で約 1/15 となり、壁
量充足率 1.0 の時 kokubu2012 は約半分、JMA 
Kobe NS は約 1/6 となった。しかしながら 1 階の
層間変位は大きくなり、壁量充足率 0.5 の時
kokubu2012 は約 1.4 倍、JMA Kobe NS は 2.3 倍と
なり、壁量充足率 1.0 の時はともに 1.3 倍となっ
た。 
ここで、図 6 で比較した壁量充足率 1.0 の時の
解析結果（層せん断力－層間変位）を、図 8
（kokubu2012）及び図 9（JMA Kobe NS）に、同
じく図 7 で比較した解析結果（層せん断力－層
間変位）を、図 10（kokubu2012）及び図 11
（JMA Kobe NS）に各々示す。 
 
 
図 6 最大層間変位（壁量充足率比 1.0） 
 
 
図 7 最大層間変位（壁量充足率比 2.0） 
表 1 解析モデルのパラメータ 










































図 4 加速度応答スペクトル(h=5％) 
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図 7 最大層間変位 
（壁量充足率比 2.0） 
 




図 9 解析結果（層せん断力－層間変位） 
（JMA Kobe NS：壁量充足率比 1.0） 
 
 
図 10 解析結果（層せん断力－層間変位） 
（kokubu2012：壁量充足率比 2.0） 
 
図 11 解析結果（層せん断力－層間変位） 




でも kokubu2012 の 1 階で 20mm（R=1/135rad）
（床面積比 1.0、壁量充足率 1.0）、2 階で 31mm
（R=1/88rad）（床面積比 0.5、壁量充足率 1.0）
となり損傷限界（R=1/120rad）近傍であったのに
対し、JMA Kobe NS の場合は、1 階が 141mm
（R=1/19rad）（床面積比 1.0、壁量充足率 1.0）、












2） 桜島大正大噴火 100 周年 Web サイト 
（http://sakurajima100.org/） 
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